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新
秋
の
教
界
に
贈
る

全
仏
の
第
三
回
中
央
講
習
会

　
九
月
廿
八
・
廿
九
・
冊
の
三
日
聞
全
日
仏
に
よ
っ
て
矛
三
回
中
央
講
習
会
が
開
か
れ
る
。
矛
一
回
は
昭
和

廿
九
年
全
日
仏
発
足
記
念
と
し
て
教
界
各
部
門
の
足
並
を
整
え
、
矛
二
回
目
卦
年
）
は
指
導
講
座
に
よ
る
研

究
討
議
を
主
に
行
は
れ
て
き
た
。
そ
の
後
を
う
け
、
本
年
は
仏
教
の
根
本
理
念
と
現
在
の
教
課
が
求
め
て
み

る
世
相
の
中
の
切
実
な
諸
課
題
と
の
関
連
性
を
講
究
す
る
こ
と
に
重
点
を
措
い
た
。
何
事
も
信
念
の
基
礎
、

指
導
の
理
念
な
く
し
て
は
行
な
は
れ
な
い
。
深
刻
に
し
て
広
汎
な
仏
教
の
教
理
思
想
は
あ
ら
ゆ
る
現
実
に
亘

っ
て
正
し
き
在
り
方
を
示
し
、
赴
く
べ
き
方
向
を
与
え
る
も
の
、
従
っ
て
時
々
刻
々
に
そ
の
道
が
明
に
さ
れ

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
年
度
、
矛
三
回
の
講
習
会
の
内
容
は
、
こ
の
望
み
に
よ
っ
て
陣
容
を
依
嘱
し
た

も
の
で
，
即
ち
仏
教
原
理
と
現
下
の
諸
問
題
を
総
観
す
る
と
共
に
、
平
和
、
原
水
爆
問
題
、
科
学
．
新
興
宗

教
．
仏
教
の
世
界
的
伸
張
の
大
勢
等
が
主
題
と
し
て
講
ぜ
ら
れ
、
更
に
討
議
懇
談
も
加
へ
ら
れ
る
の
で
、
現

下
の
仏
教
界
が
国
の
内
外
へ
の
組
織
的
伸
展
が
望
ま
れ
て
み
る
時
だ
け
に
、
山
つ
の
有
力
な
進
路
を
作
る
も

の
と
信
じ
て
み
る
。
講
習
の
内
容
は
別
記
の
通
り
で
、
多
難
の
参
加
者
が
予
想
さ
れ
る
。

　
本
年
の
講
習
会
は
彼
岸
過
の
好
季
に
三
日
蘭
、
朝

九
時
か
ら
五
時
ま
で
充
実
し
た
講
義
が
行
わ
れ
る
，

　
先
ず
駒
潔
癖
尿
教
授
に
よ
る
「
仏
教
の
基
本
原
理

と
現
下
の
諸
問
題
」
は
現
代
の
我
々
に
課
さ
れ
た
諸

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
日
に
お
け
る
仏
教
者
の
生

き
方
を
示
唆
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
仏
教

者
の
聞
で
は
、
こ
N
数
年
来
大
き
な
問
題
と
さ
れ
現

在
漸
く
一
般
社
会
的
忙
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
新
興

宗
教
に
関
し
て
井
ノ
頭
病
院
長
元
吉
博
士
の
「
新
興

一
宗
教
に
み
る
精
紳
障
害
」
に
よ
っ
て
精
神
医
学
の
立

一
場
か
ら
の
解
明
が
行
わ
れ
、
こ
の
似
而
非
宗
教
の
害

悪
を
客
観
的
に
実
証
さ
れ
、
「
常
日
頃
、
こ
の
種
の
宗

教
現
象
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
は
ら
い
、
分
析
研
究

を
進
め
て
お
ら
れ
る
宗
教
問
題
研
究
所
長
浜
田
本
悠

氏
は
「
新
齪
票
教
の
特
質
と
仏
教
的
批
判
」
と
題
し

て
批
判
的
見
解
を
述
べ
ら
れ
る
。

　
ま
た
過
ぐ
る
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
お
い
て
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
代
入
類
の
最
大
関
心
事

と
い
わ
れ
る
平
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
康
大
名
誉
教

授
宮
本
博
士
の
「
仏
教
に
お
け
る
曾
和
の
原
理
」
に
よ

っ
て
、
仏
教
者
の
同
問
題
に
対
す
る
主
体
的
立
場
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
と
共
に
、
日
本
原
水
爆
禁
止
協
議

会
事
務
総
長
と
し
て
平
和
運
動
の
矛
一
線
で
活
躍
中

の
法
政
大
学
安
井
教
授
が
、
「
平
和
運
動
の
現
状
と

そ
の
意
義
」
と
題
し
、
同
教
授
最
近
の
歴
訪
に
よ
る

世
界
各
地
の
同
運
動
、
特
に
宗
教
者
の
平
和
運
動
に

つ
い
て
広
く
深
い
見
地
か
ら
の
講
述
が
な
さ
れ
る
。

更
に
同
問
題
に
も
関
連
し
て
、
最
近
の
ア
ジ
ア
の
動

き
を
中
心
に
、
現
在
の
「
世
界
事
情
と
日
本
の
立
場
」

に
つ
い
て
朝
日
新
聞
論
説
委
員
、
調
査
研
究
室
長
め

福
井
丈
雄
氏
に
よ
る
講
義
も
行
わ
れ
る
。

　
我
々
は
日
本
仏
教
の
伝
統
の
中
に
常
に
新
し
い
生

命
を
見
出
し
、
仏
教
の
興
隆
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
同
時
に
世
界
各
地
で
仏
教
が
ど
う
研
究
さ

れ
。
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
の

も
、
マ
我
々
の
精
進
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
こ
と
で
あ

・
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
5
い
う
意
昧
か
ら
東
大
申
村
教

授
を
煩
わ
せ
て
「
世
界
の
仏
教
研
究
の
現
勢
と
将
来
」

に
つ
い
て
の
講
述
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
部

省
の
福
田
調
査
局
長
の
帰
朝
土
産
で
あ
る
「
最
近
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
事
情
」
も
他
山
の
石
と
し
て
傾
聴

に
価
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
更
に
東
大
理
学
部

末
綱
教
授
は
自
然
科
学
者
の
立
場
か
ら
仏
教
に
つ
い

て
の
見
解
を
表
明
す
べ
く
「
菩
提
心
に
つ
い
て
」
と

．
題
す
る
論
述
を
行
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
最
も
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
保
守
革

新
の
両
党
代
表
者
に
、
そ
れ
ぐ
当
面
の
問
題
と
両

政
党
の
理
想
社
会
に
つ
い
て
聴
く
こ
と
」
し
た
。
現

代
は
我
々
の
好
む
と
好
ま
ざ
る
ど
に
拘
ら
ず
非
常
に

政
治
的
な
社
会
と
言
わ
れ
る
。
現
代
は
我
々
が
政
治

に
干
与
す
る
こ
と
を
意
図
し
な
く
て
も
、
政
治
の
方

が
我
々
に
干
与
し
て
く
る
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
両
政
党
の
代
表
者

を
通
じ
て
、
は
っ
き
り
し
た
認
識
を
も
ち
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
我
々
の
見
地
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
は
必

要
な
ご
乏
」
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
自
由
民
主
党
は
尉
幹
事
長
の
申
曽
根
康

弘
代
議
士
、
日
本
社
会
党
は
政
策
審
議
会
事
務
局
長

の
成
田
知
己
代
議
士
を
そ
れ
ぐ
派
遣
す
る
と
の
回

報
を
得
て
い
る
。

　
以
上
、
ヨ
日
量
に
亘
る
講
師
を
紹
介
し
た
が
、
何
れ

も
そ
れ
み
＼
の
部
門
の
指
導
的
諸
家
で
あ
り
、
見
仏

当
局
で
は
そ
の
成
果
を
よ
り
広
範
に
深
く
塗
透
さ
せ

る
た
め
多
数
の
参
加
者
の
来
会
を
期
待
し
て
い
る
。
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タ
イ
国
で
来
年
仏
紀
大
祝
典
挙
行

　
タ
イ
国
で
は
来
年
の
五
月
十
三
日
の
ウ
エ
サ
ー
ヵ

祭
を
中
心
に
五
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
王
城
前

広
場
に
於
て
仏
紀
二
千
五
百
年
の
大
祝
典
を
開
催
す

る
事
に
な
っ
た
。
な
ほ
同
祝
典
、
中
心
行
事
は
十
三

日
の
ウ
エ
サ
ー
カ
祭
に
行
う
事
に
な
っ
て
を
り
．
日

本
を
含
め
た
近
隣
仏
教
国
及
各
種
仏
教
団
体
代
表
が

招
か
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

四
温
三
酊
弔
匁
講
勧
禽
一
、
〉

　
　
　
　
趣
　
　
旨

　
現
下
の
仏
教
界
に
課
ぜ
ら
れ
た
問
題
は
、
先
づ

仏
教
の
理
念
に
よ
っ
て
仏
教
界
に
関
連
あ
る
切
実

い
な
事
項
を
解
明
し
，
宣
揚
す
る
に
あ
る
。
平
和
理

ノ

需
鯉
騨
都
遷
懲
駕
馨
雛
識

〃
方
向
等
を
選
ん
だ
本
年
度
の
講
習
会
は
こ
の
仏
教

ノ

！
界
の
課
題
に
応
え
ん
と
す
る
も
の
。
乞
う
多
数
聴

〃
講
の
士
を
推
薦
派
遣
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
！

／

期

日

会
　
場

参
加
者

定
　
回

申
　
込

宿
　
三二

　
記

九
月
二
十
八
、
九
、
晋
日
の
三
日
間

　
　
（
毎
日
午
前
九
時
－
午
後
五
時
）

東
京
築
地
本
願
寺
　
講
堂

各
宗
派
、
都
道
府
県
市
町
村
仏
教
会
、
　

延．

S
顯
そ
の
他
団
体
推
薦
者
一

九
月
二
十
五
日
ま
で
に
参
加
費
　
三
百
　

五
十
円
を
添
え
本
会
宛
申
込
の
こ
と
　
〃

希
望
者
は
実
費
（
一
泊
二
食
付
六
百
円
）
　

で
扱
い
ま
す
か
ら
予
め
御
申
越
下
さ
い
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

師
　
　
（
上
記
記
事
参
照
の
こ
と
）
　
V

な
ほ
希
望
者
に
は
講
習
会
要
項
を
お
送
り
し
ま
す

全
日
木
仏
教
会

　
　
東
京
都
中
央
区
築
地
三
ノ
一

　
　
振
替
（
東
京
）
五
九
五
四
七
番

～

　
　
国
民
会
議
を
結
成

　
　
　
　
沖
縄
問
題
解
決
の
蓮
動
を
組
織
化

　
去
る
七
月
四
日
の
国
民
大
会
で
沖
縄
問
題
解
決
に

至
る
ま
で
強
い
団
結
の
も
と
に
国
民
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
そ
の
．
後
数
回
の
実
行
委
員
会

が
開
か
れ
た
が
、
八
月
十
六
日
の
委
員
会
沖
縄
問
題

解
決
国
民
連
絡
会
議
が
結
成
さ
れ
、
全
日
仏
も
一
単
位

団
体
と
し
て
こ
の
運
動
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た

r
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㎜
三
笠
宮
殿
下
歓
送
会
盛
大
に
開
催

・
…
・
…
－
…
…
セ
イ
ロ
ン
の
仏
紀
・
建
国
祀
典
に
参
列
　
　
　
…

　
去
る
八
月
十
六
日
夜
八
時
十
六
分
、
セ
イ
ロ
ン
に

於
け
る
仏
語
及
び
建
国
二
干
五
百
年
祭
典
へ
我
が
皇

室
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
る
三
笠
宮
殿
下
御
夫
妻
一

行
は
関
係
者
多
数
に
見
送
ら
れ
室
路
羽
田
を
出
発
し

た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
八
日
午
後
四
時
か
ら
築
地
本

願
寺
本
堂
に
三
笠
宮
殿
ド
を
迎
え
、
野
仏
主
催
に
よ

る
「
歓
送
の
集
ひ
」
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
歓
送
会

は
初
め
北
畠
総
長
の
挨
拶
．
浅
草
本
願
寺
合
唱
団
の

聖
歌
斉
唱
、
長
井
副
会
長
の
三
帰
恋
文
昇
等
が
あ
り

〔写真〕歓送会場の築地本願寺本堂で挨拶さ

　　れる三笠宮殿下

終
っ
て
椎
尾
副
会
長
が
大
谷
会
長
に
代
っ
て
挨
拶
し

た
。
次
い
で
駐
日
セ
イ
ロ
ン
大
使
フ
オ
ン
セ
ヵ
氏
は

今
般
殿
下
御
夫
妻
が
日
本
皇
室
及
国
民
を
代
表
さ
れ

我
国
の
祝
典
に
参
加
下
さ
る
事
は
潔
い
感
謝
と
感
激

に
耐
え
な
い
、
と
挨
拶
さ
れ
つ
い
で
、
殿
下
は
東
日

本
詠
歌
連
盟
の
奉
詠
の
波
の
中
、
本
尊
に
御
焼
香
さ

れ
、
終
っ
て
大
要
別
項
の
様
な
御
言
葉
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
満
場
に
と
ど
ろ
く
詠
歌
蓮
盟
に
よ
る
讃
仏
歌

と
「
君
が
代
」
の
奉
詠
の
中
を
北
畠
総
長
の
先
導
で

退
場
さ
れ
た
。
な
ほ
十
七
日
午
後
二
時
半
殿
下
御
一
，

行
は
無
事
コ
ロ
ン
ボ
に
到
着
、
随
行
の
フ
オ
ン
セ
カ

大
使
よ
り
殿
下
御
夫
妻
に
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
夫

妻
を
紹
介
さ
れ
、
閲
兵
を
終
了
後
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
し
た
。、
塑
難
交
流
問
題

　
　
　
　
　
　
国
際
委
員
会
で
協
議

　
土
仏
緊
急
国
際
委
員
会
は
去
る
二
十
日
午
後
一
時

か
ら
事
務
局
に
捨
て
各
委
員
出
席
の
も
と
に
開
催
伊

藤
述
史
氏
座
長
と
な
り
約
三
時
聞
に
亘
っ
て
左
の
問

題
に
つ
き
熱
心
な
討
議
が
行
は
れ
夫
々
有
意
義
な
結

論
を
発
見
せ
ん
と
務
め
た
。

1
、
南
北
仏
教
交
流
会
と
の
関
係
に
就
て

2
日
ソ
交
渉
に
対
す
る
仏
教
会
の
態
度
に
つ
い
て

　
南
北
仏
教
交
流
会
と
の
関
係
に
付
て
は
前
号
で
既

報
の
通
り
仏
教
青
年
連
合
理
事
で
あ
り
交
流
会
の
幹

部
の
一
人
で
あ
る
千
坂
精
一
氏
が
ビ
ル
マ
か
ら
帰
っ
て

か
ら
充
分
懇
談
し
た
結
果
更
に
検
討
し
よ
う
と
云
弓

態
度
で
あ
っ
た
が
．
そ
の
後
去
る
七
月
下
旬
千
坂
氏

が
帰
り
、
更
に
八
月
九
日
東
京
小
石
川
の
両
羽
会
館

　
　
　
　
三
笠
宮
殿
下
挨
拶
要
旨

　
　
今
日
は
特
に
私
の
為
に
盛
大
な
会
を
催
し
て
頂

　
き
心
よ
り
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
　
こ
の
度
私
は
セ
イ
ロ
ン
に
お
け
る
仏
紀
並
に
建

　
国
二
千
五
百
年
祝
典
に
招
か
れ
．
日
本
の
皇
室
並
に

　
政
府
代
表
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
N
な
り
ま
し
た

　
　
御
承
知
の
様
に
セ
イ
ロ
ン
国
は
古
来
仏
教
国
で

　
あ
り
、
立
派
な
文
化
を
伝
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
も
又
古
く
よ
り
仏
教
を
そ
の
文
化
の
根
底
と

　
し
，
多
数
の
国
民
は
仏
教
徒
と
し
て
今
日
ま
で
発

　
記
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
特
に
セ
イ
ロ
ン
国
は
戦

　
後
の
講
和
会
議
以
来
、
日
本
に
対
し
て
非
常
な
友

，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

．
で
正
法
会
の
初
会
合
が
開
か
れ
た
席
上
正
法
会
側
と

仏
青
側
と
の
強
力
な
る
討
論
が
行
わ
れ
た
が
逐
に
仏

青
は
正
法
会
に
関
係
し
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
り
、

　
両
者
の
関
係
は
奇
怪
な
る
結
果
に
な
っ
た
。
国
際

委
員
会
の
席
上
阿
部
丁
丁
国
際
局
長
、
猪
俣
仏
青
委

員
長
、
中
山
全
品
常
務
理
事
か
ら
交
々
そ
φ
間
の
事

情
に
つ
い
て
報
告
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
全

仏
と
し
て
は
現
在
迄
の
情
況
判
断
か
ら
当
分
本
問
題

に
干
し
て
は
左
の
逓
り
の
見
解
で
暫
く
静
観
を
す
る

・
事
に
な
っ
た
。

1
、
南
北
仏
教
交
流
と
云
っ
て
い
る
が
ビ
ル
マ
側
の

意
向
は
再
三
の
現
地
側
と
の
接
渉
の
結
果
ビ
ル
マ
仏

．
教
と
日
本
仏
教
と
の
事
実
上
の
交
流
を
図
る
と
云
う

意
昧
で
な
く
、
層
ビ
ル
マ
仏
教
を
日
本
国
内
に
伝
道
し

て
日
本
仏
教
を
あ
る
書
き
姿
に
還
さ
う
と
す
る
意
図

が
極
め
て
濃
厚
で
あ
り
、
到
底
日
本
仏
教
の
よ
さ
を

研
究
し
と
り
入
れ
よ
う
と
の
意
図
は
な
い
故
所
謂
の

南
北
仏
教
の
交
流
で
は
な
い
こ
と
。

2
、
南
北
仏
教
交
流
正
法
会
の
実
体
が
最
初
か
ら
弱

体
で
、
責
任
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
処
へ
、

今
回
の
彼
等
の
会
合
で
益
々
奇
怪
な
言
動
が
表
面
化

し
、
中
心
実
践
団
体
で
あ
る
べ
き
全
国
仏
青
連
合
が

離
脱
し
（
委
員
長
談
）
更
に
最
も
熱
心
な
提
唱
者
で
あ

り
ビ
ル
マ
へ
も
印
し
て
パ
ゴ
ダ
等
の
企
画
者
と
見
ら

れ
た
干
坂
氏
の
離
脱
は
愈
々
こ
れ
ら
の
温
々
及
こ
の

団
体
の
内
容
に
曾
て
疑
惑
を
深
め
、
現
在
結
論
を
出

す
事
は
ど
う
か
と
思
う
が
全
仏
が
こ
の
会
を
相
手
に

情
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
同
じ

仏
教
を
そ
の
根
底
に
も
つ
国
民
の
理
解
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
ほ
セ
イ
ロ
ン
国
へ
参
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
現

代
の
セ
イ
ロ
ン
の
実
情
を
見
て
来
る
だ
け
で
な
く

古
来
か
ら
の
セ
イ
ロ
ン
国
の
姿
を
見
て
参
り
ま
し

て
そ
の
拠
っ
て
来
る
所
以
を
知
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
そ
し
て
私
の
訪
問
が
少
し
で
も
両
国
の
親
善

を
深
め
る
こ
と
に
役
立
つ
な
ら
ば
幸
せ
で
あ
り
ま

す
、
そ
し
て
皆
様
の
御
期
待
に
少
し
で
も
沿
い
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
は
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
重
ね

て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

す
る
事
は
当
分
静
観
し
よ
う
と
の
意
見
が
強
い
事
。

，
3
．
今
回
の
問
題
を
通
じ
て
も
全
仏
派
遣
の
ビ
ル
マ

噛
　
学
生
で
あ
り
乍
ら
、
帰
還
後
正
式
な
会
合
も
、
報

告
会
も
開
催
ぜ
ず
尚
且
そ
の
後
の
連
絡
指
導
も
余
り

行
わ
な
い
の
は
全
仏
当
局
の
責
任
で
あ
る
。
之
が
引

い
て
は
今
回
の
様
な
国
際
的
名
誉
を
云
々
馳
す
る
様
な

結
果
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
点
全
仏
当
面
の
責
任
者

は
充
分
反
省
す
る
要
が
あ
る
と
の
意
見
に
基
き
、
今

後
の
取
扱
に
更
に
一
段
の
研
究
と
慎
重
を
期
す
る
事

に
な
っ
た
。

日
ソ
交
渉
に
仏
教
的
発
言
を
！

備
紡
圏
に
多
セ
↓
発
鯖
意

　
今
回
の
日
ソ
交
渉
に
表
れ
た
ソ
連
の
選
書
態
度
は

予
め
考
え
ら
て
い
た
通
り
到
底
日
本
民
族
と
し
は
考

え
ら
れ
な
い
程
度
の
戦
勝
者
と
し
て
敗
戦
者
に
対
す

る
強
圧
的
態
度
を
以
て
臨
ま
れ
特
に
条
約
無
視
の
在

り
方
に
対
し
て
は
仏
教
徒
と
し
て
は
忍
び
得
な
い
も

の
が
あ
る
。
吾
々
仏
教
徒
と
し
て
は
仏
教
の
本
義
か

ら
ソ
連
の
行
動
を
糺
す
国
際
仏
教
運
動
を
興
す
可
く

而
し
て
ソ
連
を
し
て
国
際
正
義
に
反
す
る
事
を
強
く

反
省
せ
し
む
べ
く
直
に
国
際
委
に
於
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

原
案
を
作
成
し
之
を
懸
仏
の
名
に
於
て
世
界
各
国
殊

に
東
南
亜
の
仏
教
諸
国
に
橡
を
発
す
べ
き
で
あ
る
と

云
う
結
論
で
あ
っ
た
。
全
霊
事
務
局
に
於
て
は
直
に

之
を
実
践
す
べ
く
目
下
国
際
委
員
の
＝
一
の
人
に
委

嘱
し
て
書
簡
の
形
式
で
日
ソ
交
渉
の
現
状
を
各
国
に

訴
え
、
之
に
対
す
る
各
国
仏
教
徒
の
興
論
喚
起
を
図

る
可
く
着
々
準
備
を
整
え
て
み
る
。

　
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

　
　
　
　
　
で
仏
紀
記
念
号

　
全
仏
で
は
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
、
ス
社
と
接
平
し
て
仏

向
二
千
五
百
年
の
記
念
特
集
号
と
し
て
八
月
八
日
附

録
紙
上
に
日
本
仏
教
各
宗
派
の
紹
介
を
大
々
的
に
掲

載
し
世
界
各
国
へ
発
送
し
た
。

　
台
湾
よ
リ
留
学
僧
来
日
の
予
定

　
昨
年
末
玄
突
三
蔵
遺
骨
分
贈
団
々
長
と
し
て
渡
首
．

し
た
倉
持
秀
峰
師
（
埼
玉
県
仏
会
長
）
の
世
話
で
近

く
台
湾
省
南
智
慧
集
冗
費
民
生
路
九
十
七
号
に
住
む

伝
建
治
氏
と
云
う
一
学
生
が
大
正
大
学
へ
入
学
す
る

為
来
日
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
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大
成
丸
無
事
帰
還
す

宗
教
代
表
の
労
苦
各
方
面
よ
り
感
謝

　
去
る
六
月
二
十
日
東
京
港
を
出
発
し
て
以
来
満
二

場
月
、
八
月
二
十
三
日
無
事
帰
蒼
し
た
遣
骨
収
集
船

大
成
丸
は
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
等
南
方

諸
地
域
の
遺
骨
五
百
数
十
柱
を
収
骨
帰
還
し
去
る

二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
九
段
坂
下
の
千
代

田
公
会
堂
に
於
て
一
大
追
悼
式
並
報
告
会
が
行
は
れ

た
。
会
場
は
定
刻
前
す
で
に
超
満
員
と
な
り
、
収
骨

現
地
の
写
真
展
に
人
々
は
先
づ
そ
の
労
苦
を
偲
び
遺

族
席
の
幼
児
の
姿
に
存
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し

た
。
式
は
先
づ
開
会
め
辞
に
次
で
「
君
が
代
」
の
奏

楽
．
厚
生
大
臣
の
式
辞
．
首
相
（
代
）
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長
、
遺
族
代
表
の
追
悼
の
辞
が
あ
り
、
次

で
宗
教
連
盟
加
盟
の
神
社
本
庁
、
教
派
神
道
連
合
会
．

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
、
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、

全
日
本
仏
教
会
奉
仕
に
よ
る
夫
々
の
宗
教
儀
式
が
厳

粛
に
行
は
れ
た
。
仏
教
儀
式
は
宗
教
派
遣
代
表
の
「

人
（
松
田
百
重
師
）
を
出
し
た
総
持
寺
副
監
院
村
↓

道
隆
師
が
導
師
を
せ
ら
れ
、
そ
の
他
総
持
寺
幹
部
の

奉
仕
に
よ
る
も
の
で
非
常
に
会
場
の
ふ
ん
い
気
に
ピ

ツ
タ
リ
と
調
和
し
て
遺
族
席
か
ら
は
す
エ
り
泣
き
の

声
す
ら
聞
え
て
来
た
。
そ
の
後
松
永
芳
枝
氏
の
「
南

海
の
英
霊
を
迎
う
」
と
の
献
詠
は
切
々
と
し
て
満
堂

の
人
々
の
胸
に
迫
り
、
安
置
せ
る
御
嵩
骨
が
し
み

み
＼
法
悦
に
む
せ
ぶ
の
思
い
を
偲
ば
せ
て
殊
に
印
象
．

的
で
あ
っ
た
。
式
後
の
三
江
派
遣
団
長
の
現
地
報
告

が
，
詳
細
に
行
は
れ
聞
く
人
を
し
て
え
り
を
正
さ
し
め

た
。　

　
　
宗
教
代
表
帰
朝
歓
迎
会

　
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
・
ボ
ル
ネ
オ
方
面
の
三
越
者
」

遺
骨
収
集
に
出
む
い
た
宗
教
三
代
表
（
松
二
丁
孝
、
市

川
彰
、
加
藤
亮
一
氏
）
の
帰
朝
歓
迎
会
が
去
る
入
月

晋
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
銀
座
三
笠
会
館
に
於
て
宗
、

教
連
盟
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
三
代
表
を
申
心

に
各
宗
教
界
の
要
人
二
十
数
名
参
会
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
席
上
西
村
宗
連
理
事
長
の
歓
迎
の
辞
に
次

で
松
田
、
加
藤
、
市
川
氏
の
順
で
夫
々
現
地
報
告
が

行
わ
れ
た
が
何
れ
も
炎
熱
身
を
や
く
ジ
ャ
ン
グ
ル
地

帯
赤
道
直
下
の
大
陸
、
諸
島
で
の
苦
心
談
は
宗
教
者

と
し
て
襟
を
正
さ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
松
田
亮

孝
師
談
話
要
旨
、

　
今
度
の
収
骨
行
に
際
し
て
他
の
二
人
の
宗
教
代
表
」

と
共
に
終
始
仲
良
く
全
身
心
の
努
力
を
捧
げ
て
精
進

を
し
て
来
た
事
は
い
さ
Σ
か
本
日
皆
様
に
確
信
を
以

て
御
報
告
出
来
る
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
詳
細
は

省
き
ま
す
が
、
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
地
区
の
収
骨
を
病
め
．

た
時
、
鉄
か
ぶ
と
軍
靴
を
つ
け
た
ま
」
の
遺
骨
を
沢

山
発
屈
し
如
何
に
多
数
の
兵
士
達
が
病
気
と
飢
餓
の

為
に
室
し
ぐ
勢
れ
て
し
ま
っ
た
か
増
想
像
さ
れ
、
実

に
戦
争
と
は
悲
惨
極
ま
る
も
の
で
、
こ
ん
な
惨
事
は

如
何
な
る
事
情
が
あ
ろ
う
と
も
二
度
と
く
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
次
矛
で
あ
る
。
殊
に
日
本

の
新
聞
に
は
＝
一
の
国
が
収
骨
を
妨
げ
た
様
な
る
事

を
報
道
し
て
み
た
が
、
之
も
表
面
的
な
事
で
イ
ン
ド
・

ネ
シ
ア
の
如
き
済
々
複
雑
で
日
本
政
府
側
と
し
て
も

更
に
慎
重
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
少
く
と
も
私
共
宗
教
代
表
と
原
佳
民
と
の
話

し
合
い
で
は
極
め
て
打
と
け
て
懇
談
し
改
め
て
日
本

及
び
日
本
人
で
あ
る
と
云
う
事
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る

様
な
事
件
に
も
二
三
逢
い
ま
し
た
事
は
特
に
銘
記
さ

れ
る
事
で
し
た
。
云
々

京
都
観
光
施
設
難
問
題

　
　
條
令
市
会
を
通
過
す
る

　
　
も
肚
寺
側
愈
々
結
束
す

　
既
報
の
通
り
京
都
古
文
化
財
保
存
協
会
と
高
山
京

都
市
長
と
の
観
光
施
設
税
を
め
ぐ
る
斗
争
は
い
よ
い

よ
熾
烈
に
な
り
、
反
対
運
動
野
全
仏
、
宗
連
等
の
あ

っ
せ
ん
で
全
国
的
に
…
燃
え
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
処

去
る
八
月
十
七
日
遂
に
京
都
市
議
会
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た
。
之
は
去
る
十
四
日
の
総
務
委
員
会
で
決
定

し
た
通
り
、
文
化
観
光
施
設
税
と
名
称
を
変
え
更
に

修
学
旅
行
の
小
学
生
の
免
税
措
置
な
ど
こ
、
三
修
正

し
た
程
度
で
あ
る
。
市
で
は
直
ち
に
京
都
府
を
経
て

自
治
庁
に
対
し
て
正
式
手
続
を
と
る
事
に
な
っ
た
模

様
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
・
　
・

　
こ
れ
に
対
し
古
文
化
保
存
協
会
と
し
で
は
、
対
象

各
社
寺
を
訪
問
い
よ
い
よ
結
束
を
固
め
「
永
久
拝
観

謝
絶
」
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
憲
法
違
反
、
宗
教

法
人
法
違
反
等
で
高
山
市
長
を
告
発
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。
・
爾
こ
れ
－
に
対
し
左
の
要
皆
の
】
反
対
声
明
書

を
発
表
し
た
。

　
　
「
既
に
有
料
拝
観
を
廃
止
し
た
噛
め
本
税
の
対
象

か
ら
当
然
除
外
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
爾
且
つ
吾
々
に

再
三
そ
の
経
過
と
理
由
を
申
請
し
て
い
る
の
に
、
依

然
と
し
て
省
み
る
こ
と
な
く
今
日
に
及
ん
だ
。
わ
れ

わ
れ
が
飽
く
迄
本
税
に
反
対
す
る
所
以
の
も
の
は
左

の
通
り
で
あ
る
、

」
社
寺
の
拝
観
者
を
課
税
対
象
と
す
る
こ
と
は
不
法

　
だ
。
二
宗
教
法
人
を
徹
収
義
務
者
と
す
る
こ
と
は
不
当
だ

よ
小
学
生
を
非
課
税
と
し
乍
ら
同
じ
義
務
教
育
の
申

　
学
生
を
除
外
し
な
か
っ
た
こ
と
は
不
徹
底
で
あ
り

　
且
つ
不
当
だ
。

生
自
治
庁
の
希
望
条
件
た
る
「
社
寺
の
納
得
」
は
全

　
然
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
右
声
明
す
る
。
京
都
古
文
化
保
存
協
会

　
一
回
分
か
ら
申
達
を
受
け
た
蜷
川
府
知
事
は
十
八

　
日
午
前
九
時
よ
り
関
係
者
を
全
部
集
め
て
同
税
に

　
対
す
る
意
見
交
換
を
な
す
と
共
に
、
自
治
庁
に
対

　
し
て
提
出
す
る
意
見
書
の
作
成
に
か
Σ
つ
た
。
か

　
x
る
情
勢
を
見
た
全
仏
で
は
充
分
情
況
判
断
を
な

　
し
、
九
月
一
日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
る
改
正
地
方
・

　
自
治
法
に
よ
る
と
地
方
公
共
団
体
の
…
機
関
の
処
分

　
に
よ
り
、
違
法
に
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
も
の
は
知

　
事
に
訴
願
す
る
事
が
出
来
る
（
二
百
五
十
条
矛
二

　
項
）
と
あ
る
法
文
に
よ
っ
て
古
文
化
保
存
協
会
と

　
緊
急
な
る
連
絡
の
上
、
左
記
陳
情
書
を
蜷
川
知
事

　
宛
提
出
す
る
と
共
に
、
万
一
行
政
専
管
等
の
行
わ

　
れ
る
際
は
、
必
ず
東
京
に
於
て
争
は
れ
る
も
の
と

　
見
て
、
そ
の
際
は
又
充
分
各
方
面
と
接
渉
し
て
大

　
い
に
こ
れ
を
援
助
す
べ
く
目
下
待
期
申
で
あ
る
。

　
四
仏
の
京
都
府
知
事
宛
の
陳
情
書

　
京
都
市
文
化
観
光
施
設
税

　
　
　
　
　
　
　
　
條
例
に
関
ず
る
件

　
今
回
京
都
市
長
高
山
義
三
氏
に
よ
っ
て
京
都
市
会

に
提
出
せ
ら
れ
た
文
化
観
光
施
設
税
徴
集
に
関
す
る

件
は
不
幸
に
し
て
去
る
十
七
日
京
都
市
会
を
通
過
し

近
く
こ
れ
が
実
施
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
，

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
誠
に
遣
憾
に
堪
え
ぬ
玉
矛
で
あ

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
観
光
施
設
税
を
虚
心
坦

懐
に
考
え
、
こ
の
悪
税
法
は
ど
弓
あ
っ
て
も
実
施
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
．

あ
り
ま
す
。
こ
の
税
の
根
本
的
な
も
の
は
．
京
都
市

内
の
社
寺
に
在
る
什
宝
物
、
並
に
信
仰
の
対
象
た
る

仏
像
及
び
建
造
物
等
冷
い
は
ゆ
る
古
文
化
財
と
称
せ

ら
る
Σ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
京
都
市
と
は
志
ん

ど
無
関
係
の
位
置
に
あ
る
も
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

即
ち
神
社
乃
至
仏
教
の
伝
統
的
信
仰
に
よ
っ
て
造
形

せ
ら
れ
、
そ
れ
ち
の
宗
教
の
崇
敬
す
べ
き
至
宝
と
し

て
伝
持
せ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
b
塵
■
■
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
冒
　
噛
　
」
　
　
　
　
　
3
r
　
－
’
　
：

た
ま
た
ま
終
戦
後
に
至
り
、
宗
教
的
渇
仰
の
情
に
馳

れ
多
数
の
拝
観
者
が
押
し
か
け
て
来
た
た
め
市
長
は

奇
貨
措
く
べ
し
と
な
し
、
こ
れ
に
課
税
し
よ
う
と
思

い
着
い
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば

社
寺
の
迷
惑
は
勿
論
、
引
い
て
は
宝
物
維
持
の
上
1
7
ト

も
損
害
を
与
え
、
一
方
観
光
者
（
殊
に
学
童
の
貧
し
き

懐
ろ
）
か
ら
、
飽
く
ま
で
も
搾
取
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
態
度
の
晒
劣
な
る
真
に
唾
棄
す

べ
き
で
あ
る
と
、
断
言
し
て
欄
り
ま
せ
ん
。
こ
」
に

乾
て
京
都
市
の
観
光
施
設
税
徴
収
の
目
標
と
な
っ
た

社
寺
は
、
一
致
団
結
し
て
、
公
開
を
中
止
し
、
或
は

無
料
公
開
を
し
或
は
制
限
公
開
を
す
る
等
の
策
に
出

で
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
た
丙
線
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
結
果
は
恐
ら
く
、
京
都
市
と
し
て
は
条

令
を
通
過
ぜ
し
め
た
と
は
い
え
、
税
源
を
失
い
、
徴

税
金
額
は
予
定
目
標
に
達
せ
ず
、
条
令
は
短
文
に
化

す
る
こ
と
は
、
火
を
み
る
よ
り
も
明
ら
か
な
る
こ

と
瓦
信
ぜ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
兎
も
あ
れ
、

京
都
市
長
は
条
令
の
通
過
に
よ
っ
て
、
当
然
の
手
続

き
上
、
知
事
殿
の
意
見
書
添
付
を
要
請
し
、
申
達
の

方
法
を
執
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
意
見
書
に
関
し

て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
何
等
容
嫁
の
権
利
を
有
し
ま
せ

ん
が
、
知
事
殿
に
於
か
れ
て
は
何
卒
わ
れ
わ
れ
の
微

意
の
存
ず
る
所
を
御
汲
み
取
り
下
さ
れ
一
日
も
早
く

悪
税
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
よ
う
有
力
な
る
御
力
添
え
を

賜
り
度
く
切
に
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
制
定

　　

@
麟
孚
　
袈
　
裟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
色
）

｝
右
は
矛
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
比
叡
山
大
会
に
…

…
於
て
決
議
採
用
と
決
定
し
た
も
の
で
す
。
左
記
に
…

…
よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
本
に
つ
き
　
　
金
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
一
実
費
）

　
　
　
　
仏
　
　
　
慶

小中大

ヨ
コ
七
尺
五
寸
タ
テ
五
尺
　
．
一
、
八
O
O
円
…

ヨ
コ
三
尺
四
寸
タ
テ
ニ
尺
三
寸
三
舞
円
二

三
コ
一
尺
八
寸
タ
テ
一
尺
二
寸
　
九
〇
円
…

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
－
実
費
）
　
　
…

　
　
（
後
　
　
記
）

　
○
秋
気
忽
ち
に
来
り
だ
れ
た
身
心
も
漸
く
緊
張
す

る
O
仏
教
界
も
こ
の
と
こ
ろ
黒
星
続
き
で
い
さ
エ
か

く
さ
っ
て
み
た
が
全
仏
と
し
て
も
各
方
面
と
蓮
絡
漸

く
講
習
会
を
始
め
各
行
事
に
本
腰
に
な
っ
て
来
た
。

O
表
面
に
表
れ
た
事
件
だ
け
を
見
て
も
仏
教
者
の
厳

粛
な
る
反
省
を
要
求
す
る
声
は
次
矛
に
強
く
、
声
な

き
声
を
聴
く
に
至
っ
て
は
冷
汗
三
斗
の
思
い
が
す
る

○
乞
う
、
全
国
の
司
志
諸
賢
の
三
セ
俸
を
。
へ
r
生
）

究
O、


